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        2 月のコート 
     
   久米川コートは獲得コートが少ないので注意して下さい。 
   8 日はスクールは無しです。その他についても開始時間に気をつけて下さい(上記記述を参考) 
 
 

村高 午前 午後 

2/28(土) 美住 青葉 

3/1(日）   栄 

   

西高 午前 午後 

2/28(土） 栄   

3/1(日) 萩山 諏訪 

  1(日) 7(土) 8(日) 11(水) 14(土) 15(日) 21(土) 22(日) 28(土) 

7-9 A,B,C A,B,C A,B,C A,B,C A,B,C A,B,C A,B,C A,B,C A,B,C 

8-9 ‐ ‐ ‐ 1,2,3,5 ‐ 5 ‐ 3,5 ‐ 

9-11 5 1,2,5 ‐ 1,2,3,5 1,2,3,5 5 1,2,3,5 3,5 1,2,5 

11-13 5 1,2,5 ‐ 1,2,3,5 1,2,3,5 5 1,2,3 3,5 1,2,3,5 

13-15 1,2,3,5 1,2,3,5 2,3,5 1,2,3,5 1,2,3,5 1,2,3 1,2,3,5 1,2,3,5 1,2,3,5 

15-17 1,2,3,5 1,2,3,5 ,2,3,5 1,2,3,5 1,2,3,5 1,2,3,5 1,2,3,5 1,2,3,5 1,2,3,5 

☆ 平成 20 年度の市民テ総会が 1月 18 日に行われた。 

平成 20 年度の活動報告と決算については運営委員会から提出

された事項がそのまま承認された。 

21 年度の実行計画と予算については予定時間を越えるほど活

発な賛否両論が出たが、コート取り担当者への通信費支払い、

コート整備受託金の使途、本井教室の存続については、市民テ

の会員の意向を良く聴いた上で、運営委員会で鋭意協議して行

く前提で、運営委員会提出案が 終的に可決された。  

 

 

運営委員会  於 スポセン 1/12/09 
 
 
☆ 総会資料の作成 
 
☆ ２月のコート取りは異常な状況になっており、普段に比べて獲

得コートが少ない。これは市民テ以外からの申し込み数が急増
したため。現在、３月の申し込み状況をチェックしているが、
２月の様なことにはなっていないので、一過性の問題であった
と思われる。 
しかし、結果的に２月はジュニア、初心者スクールの開催と、
会員の一般使用が極端に制限されることになる。 
１日は５番コートのみで、9-10がジュニア･初心者、10-11が初
級者で、その間の一般使用は無し。 
８日はスクールも一般使用も無し。 
１５日は５番コートのみでスクール。その間一般使用は無し。
２２日は３，５番コートでスクール。その間一般使用は無し。
なお、追加のコートが確保できた場合は予定の変更があり得る
ので、その際はスクール生には連絡を入れる。    

    
☆ 名札を小さくて角が丸いプラスティック製に変更しましたの

で、日頃からプレイする際には装着する様に。 
  
☆ 今回の久米川コートの獲得が減少したことを踏まえ、柳泉園の

http://www.higashimurayamatennis.com/ 
http://www.higashimurayamatennis.com/i.html 

コートをもっと積極的に確保する事を検討している。 
  しかし抽選会が平日のため抽選会参加人数が少ないと十分な 

コートが確保できない。そこで、多くの方に登録をしていただ
き、抽選会に参加してもらいたい。 
それについては次の事項を承知していただきたい。 
（事前準備）７日以上前に柳泉園で登録証発行手続きをする。
      運転免許書など、住所を証明するものが必要。 

        登録証所持者も毎年4月1日以降に年度更新手続
きが必要。 

（抽選日） 使用前月の第２平日。8:30～10:00頃 
（許可証） 当選者が後日柳泉園に行き使用許可の手続き（使

用料立替）を行う。 
（今年度既に予定している抽選日、追加の可能性あり） 

 3/3（火）・・・4月利用（春季市民大会対応） 
        8/4（火）と9/2（水）・9,10月利用（秋季市民大

会対応） 
       12/2（水）・・年始 １月利用 

 
☆ 使用済みボールをご希望の方は自由にお持ち帰り下さい。 
 
☆ 広報部 久米川コートにはＨＰ用ガットの紙焼きがあります。

コート情報などの確認のためにはそれを活用下さい。 
 
☆ 技術部 副部長兼後半スクール担当に河野 好太郎さん（栄）
      新任技術部員 岩崎 弘さん（萩山） 
 
☆ 各クラブからの報告  

・ 萩山 新年会 2月21日 18:30より、久米川「庄や」 
     練習会 3/1 西高 午前 
・ 青葉 練習会 2/28 村高 午後 
・ 諏訪 新任副会長 長倉 里美さん  

   新任連盟理事 望月 真弓さん 
   練習会 3/1 西高 午後 

・ 栄  新任広報部員 早野 貴子さん 
       練習会 2/28 西高 午前 3/1 村高 午後 
  ・美住  練習会 2/28 村高 午前 
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  今年の打ち初めは 1 月 12 日でした。霜柱の影響で何とか使えるコートが５面だけと言う状況でした。ジュニアと初心者、初級者向け 

のスクールだけが行われました。まずは初打ちの日からの早速のコート整備ご苦労さまでした。 
          ******************************************************** 
  総会資料 
     総会において、過半数の賛成票により承認された決算報告と予算案および各部活動計画 
    

平成 20 年度決算報告     平成 21 年度予算 

 （1/1/08-12/31/08)      (1/1/09-12/31/09) 

{収入の部｝    単位＝円  {収入の部} 単位＝円 

科  目 予算 決算 差異 摘       要  科  目 平成 21 年度 

前期繰越金 960,410 960,410 0    前期繰越金 1,036,353 

年会費 4,878,000 4,892,000 -14,000 ３４６名(２名途中復活)  年会費 4,920,000 

ナイター会費 120,000 130,500 -10,500 5,000 円×19 名＋ビジター収入  ナイター会費 120,000 

本井教室参加費 160,000 118,000 42,000    本井教室参加費 160,000 

雑収入 215,000 5,399 209,601 コート整備受託金を特別会計に  雑収入 5,000 

合 計 6,333,410 6,106,309 227,101    合 計 6,241,353 

        

｛支出の部｝    単位=円  ｛支出の部｝ 単位＝円 

科  目 予算 決算   摘        要  科  目 平成 21 年度 

コート代 2,200,000 1,893,425 306,575 市営コート費、柳杯コート代含む  コート代 2,100,000 

各クラブ運営費 790,000 790,000 0   各クラブ運営費 795,000 

ボール代 600,000 587,280 12,720 ４球入 690 缶、セットボール  ボール代 600,000 

広報費 490,000 485,804 4,196 ガット・ホームページ運営費・名簿  広報費 490,000 

保険料 409,500 409,500 0 315 名×1,300 円  保険料 413,400 

コート取通信費 265,000 241,567 23,433 通信費 20 名分 事務諸経費  コート取通信費 260,000 

本井教室開催費 205,000 200,860 4,140 コーチ謝礼  本井教室開催費 201,000 

技術部費 100,000 61,930 38,070 スクール運営費、会議費、技術向上費  技術部費 100,000 

柳杯開催費 80,000 64,422 15,578 事務、諸経費  柳杯開催費 80,000 

親睦費 130,000 64,294 65,706 懇親会等  親睦費 130,000 

事業積立基金 100,000 100,000 0 記念事業積立基金  事業積立基金 100,000 

事務局費 120,000 73,311 46,689 事務諸経費・会議費  事務局費 120,000 

団体加盟費 40,000 40,000 0 テニス連盟会費 8,000 円×５クラブ  団体加盟費 40,000 

小 計 5,529,500 5,012,393 517,107    小 計 5,429,400 

予備費 803,910 57,563 746,347 倉庫代他  予備費 811,953 

次期繰越金 0 1,036,353 -1,036,353        

合 計 6,333,410 6,106,309 227,101 経費削減額合計  合 計 6,241,353 

 
 
 



  平成 20 年度決算報告                                  平成 21 年度予算 
事業積立金特別会計      事業積立金特別会計 

繰越金 537,301     繰越金 517,763 

積立金 100,000     積立金 100,000 

利息 773     利息 617 

35 周年事業費 -120,311     合計 618,380 

合計 517,763       

      (10/08-9/09)  

コート整備特別会計  (10/07-9/08)   コート整備特別会計  

繰越金 0     繰越金 376,348 

コート整備受託金 433,048     受託金 210,000 

整備消耗材購入 -56,700     利息 586 

合計 376,348     合計 586,934 

 
        ********************************************************      
  
運営委員会活動計画 

１．運営委員会の開催 
市民テの円滑な運営を目的とし、毎月第２日曜日に運営委員会を開催します。    

２．コートの確保 
コート取り実行委員会を中心にコート確保に努め、｢還付｣・「振替」を推進します。また、大会予備日の開放方法については 
連盟と調整を図っていきます。 

１）市営コート 
＊ 久米川コート １月～１２月の土･日・祝祭日の昼間 
＊ 恩多コート  １月～１２月の土･日・祝祭日の早朝(7:00-9:00)  
         ４月～１１月の水曜日ナイター(19:00-21:00) 

２）外部コート 
春･秋の市民大会の期間中、及び年末年始などで市営コート(昼間)が使えない時の代替コートは柳泉園をメインに確保し、 
久米川コートの混雑緩和のためには東村山高校・東村山西高校のコートを確保していきます。     

３．本井教室をゴールデンウィーク以外で２日間開催します。 
   昨年度の本井教室はＧＷ期間中に開催しましたが、不幸にも雨のために市民大会が延びてしまい、ちょうど大会の日とかさ 

なったため、参加者が例年に比較して非常に少なかった。その対応として、今年はＧＷ以外のインドアコートを確保すべく 
近隣のテニスコート(２１施設)に問い合わせをしましたが、土日を確保することはできませんでした。そこで今年はＧＷ期 
間中を外し、また経費削減のために東村山西高校のコートで開催の予定です。   

４．柳杯ミックスダブルス団体戦を７月２０日(海の日)に、西武ドームコートで開催する予定です。   
５．ナイター会員の募集 

      ３月１日～３月３１日の１ヶ月間、ナイター会員を募集します。この期間外は受け付けません。  
６．テニス保険の加入 

      今年度も例年通り、テニス保険に加入しました。 
      保険期間は平成２１年１月１日～平成２２年１月１日 
      休部会員を除く会員３１８名で「あいおい損害保険」に加入。 

７．新入部員募集 
      平成２１年１０月１日～１０月３１日の１ヶ月間、平成２２年度の新入会員を募集します。この期間外の受付はありません。 

８．検討課題の取り組み 
１）コート確保の向上 
２）市から委託されている久米川コートの整備については、整備メンバーを増員し、より良好なコート維持に努める。 
３）機関紙「ガット」配布についてはホームページの閲覧を促進し、引き続き郵送費の削減を図る。 
４）市民テが地域社会に果たす役割について検討。 
５）その他 

 
技術部活動計画 
１．初心･初級・ジュニアスクール(毎週日曜日 8:30-11:40、久米川コート) 

１）表記対象者についてⅠ期(1 月～３月)、Ⅱ期(６月～８月)、Ⅲ期（１１月～１２月）の各期間でスクールを開催する。 
   レッスンは下記の時間帯、およびクラス分けで実施する。 

＊ 前半 (8:30-10:00)  初心者、ジュニア 
＊ 後半 (10:10-11:40)  初級者 
このスクールは初心者が受講しやすくするため、スクール生の技術レベルが初級以上と判断した場合、または、市主 
催の大会等で上位に入賞したスクール生にはスクールの卒業を依頼することがある。 
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２）例年通り、受講者を事前に募集した。受講登録者数は次の通り。 
   全体        ６２名 (内、新規登録者 ２６名) 
   前半（初心クラス） １４名（内 新規登録者 １０名） 
   後半（初級クラス） ２７名（内 新規登録者 １０名） 
   ジュニア      ２１名（内 新規登録者  ６名）  
 

２．中級スクール（祝日 10:00-12:00 久米川コート） 
１）１月から１２月の祝日を利用して、中級者レッスンを 6 回開催する。レッスン対象者はスクール生（初心、初級、 

ジュニア）以外の会員とする。 
２）年間のカリキュラムは事前にガット及びホームページに掲載する。 
 

３．役割分担 
 

部長              小桧山 隆（萩山クラブ） 
副部長（前半スクール責任者）  市原 順次郎（青葉クラブ） 
副部長（後半スクール責任者）  河野 好太郎（栄クラブ） 
副部長（中級スクール責任者）  新沼 美智代（萩山クラブ）・伊達 寛明（諏訪クラブ） 
 

４．その他 
１）技術部員の技術向上及びスクール指導技術向上のため。外部指導者によるレッスンを実施する。 
２）技術向上と親睦交流のため、他クラブと親善試合および懇親会を行う。 
３）「JTA TENNIS RULE BOOK 2009 年度版」を購入し、久米川コートに常備する。 
４）技術部会を開催する（年３～４回、納会、反省会など）  
５）救命救急講習会を技術部が中心となり開催する。    

  
  広報部 

１．引き続き、会員の輪を拡げる事ができるような情報提供をガットとホームページを通じて行う。 
２．経費削減を目的として、ガットの印刷、郵送を外注せず、広報部で行っていくことの可能性を探る。 
３．スタート時点では、ホームページはガットを補足する存在であったが、今後ともその位置付けで良いのか、会員の意向を 

踏まえて、検討を開始する。 
４．体制は次の通り。 
   部長   古村 浩三（萩山クラブ） 
   副部長  岩渕 毅（青葉クラブ） 
   部員   松井 和則（萩山クラブ）、太田 玲子（青葉クラブ）、早野 貴子（栄クラブ）、堀内 愛子（諏訪クラブ） 
        小西 隆行（美住クラブ） 

 
各クラブの人数 
 
               一般会員   家族会員  ジュニア  休部会員  総会員数  内新入会員 
      萩山クラブ     ４８     １９     ５     ３     ７５     ８ 
      青葉クラブ     ４３      ９     ６     ４     ６２     ８ 
      栄クラブ      ３６     １４     １     ７     ５８     ４ 
      諏訪クラブ     ４９     １３     ９    １２     ８３    １２  
      美住クラブ     ５１     １３     ２     ３     ６９     ７ 
       合計      ２２７     ６８    ２３    ２９    ３４７    ３９ 
  
               （ちなみに平成２０年度の総会員数は３４６名でした。） 
 
 
 
 




